
R.7年5月度 安全衛生協議会
&

OSUMI NEWS
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■ 藤田代表取締役より一言
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■  5月度 安全目標

①墜落・転落災害の防止
②熱中症災害対策の始動
③ヒューマンエラーの防止

・5月の安全衛生行事

●STOP！熱中症ｸｰﾙﾜｰｸｷｬﾝﾍﾟｰﾝ(5月1日～9月30日)
●禁煙週間(5月31日～6月6日)
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■ ヒヤリハット報告
・輸送船の係留作業時、ロープをビットに掛ける際、波の影響

でロープが張り転倒しそうになりヒヤリとした。（D社/馬毛島）

【改善・対策】
・係留時はロープの張りを確認して緩んでから掛け、係留作業後は

速やかに退避の徹底を心掛けた。

【コメント】
・ロープ周辺作業の基本を徹底しましょう。

①張ったロープの内角側に入らない・近寄らない。

②コイルの中に足を入れない。

➂レッコの時は索に注意。
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■ 安全環境部より①
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■ 安全環境部より②



■ 海事・工事部より 【災害事例から学ぶ】
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・「Ｍ社/浜名湖」にて、当社のＩ社員が湖上の
新幹線橋脚躯体内を移動中、頭を上部構造物に 落水
ぶつけた反動で落水した（怪我なし）。

・躯体内の移動に慣れておらず、構造物で天井
が低くなっているエリアを通り過ぎたと思い
込み、中腰を止め背筋を伸ばしてしまった。

・直上社職員に呼ばれ、急いで移動していた。

・慣れない作業環境では、必ず事前に を実施し、リスクと対策を把握しておく。
・リスクがある作業・場所では必ず を実施する。
・起きてしまったヒヤリハット事例は、必ず原因と対策を明確にしてルール化し、
全員に周知して2度と同じヒヤリを発生させない。

【概要】※ヒューマンエラーによるヒヤリ

【原因】

【対策】

K Y
指差呼称



■ 総務部より
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■ 新入社員紹介
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■ 周知・依頼事項
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それでは皆様ご安全に！！！
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現場で怪我をした際は、「直ちに正確な事実を」報告して下さ
い。

時間がたってからの報告は労災認定が得られず、様々な補償が
受けられなくなる可能性があります。

また、虚偽の報告は犯罪行為となり罰則が科されます。自分の
身を守るためにも、「直ちに正確な事実を」報告しましょう。
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